
関
岡

六、
（
任

務）

五、
（
役

日
時

二
平
成
二
八
（
二
0
一

六）

一
月
一

日
（
火）

会
場
』

横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
講
義
棟
六
号
館
二
0
一

教
室

三、
（
事

四、
（
会

員） 員） 業）

、
（
名

称）

、
（
目

的）

西
澤

友
宏

大
野

文
嵩

関
川

南
海

〈
卒
業
論
文〉

雄
貴

大
竹

文
美

窪
田

祐
樹

〈
修
士
論
文〉

西
本
は
る
華

「
今
と
昔
を
結
ぶ
古
典
教
材
開
発

ー
物
語
絵
か
ら
読
む
『
伊
勢
物
語
』
の
考
察
ー」

（
三
宅）

「
算
数
的
思
考
と
創
造
力
の
伸
長
を
図
っ
た
指
導
に
お
け
る

日
本
語
能
力
の
発
達
ー
パ
タ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
利
用
し
た

年
少
者
へ
の
実
践
研
究
ー」

（
橋
本）

「
小
学
校
常
用
漢
字

10
0
6

字
を
効
率
よ
く
覚
え
る
た
め
の

パ
ー
ツ
ー
小
学
校
と
い
う
連
続
し
た
発
達
段
階
を
考
慮
し

て
ー」

（
河
野）

「
多
言
語
的
背
景
を
持
つ
こ
ど
も
た
ち
の
協
働
の
読
み
に
よ
る

学
び
の
違
い
ー
生
活
言
語
生
態
系
基
盤
学
習
を
も
と
に
ー」

（
橋
本）

「
神
と
な
っ
た
関
羽」

（
高
芝）

「
『
鉄
道
員
』

論
ー
「
ポ
ッ
ポ
ヤ」

の
死、

そ
し
て
再
生
ヘ

ー」

（
一

柳）

横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語
教
育
学
会
会
則

本
会
は、

横
浜
国
立
大
学
国
語
・

日
本
語
教
育
学
会
と
称
す
る。

本
会
は、

国
語
学
・

国
文
学
·

漢
文
学
・

国
語
教
育
・

日
本
語
教
育
・

書
写
書
道
に
関
す
る
研
究
を
行
い、

併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
も
っ
て
目
的
と
す
る。

本
会
は、

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め、

次
の
事
業
を
行
う。

1．

機
関
誌
の
発
行、

図
書
の
発
行

2．

研
究
会、

講
演
会
等
の
開
催

3．

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

本
会
は、

次
の
い
ず
れ
か
の
項
に
該
当
し、

本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る。

1．

本
学
教
員、

附
属
学
校
教
員、

大
学
院
生、

学
部
学
生
お
よ
び
卒
業
生
•

修
了
生

2．

本
学
教
員
で
あ
っ
た
者

3．

そ
の
他
評
議
会
の
承
認
を
得
た
者

な
お、

会
員
は
機
関
誌
の
配
布
を
受
け、

同
誌
に
論
文
の
投
稿
が
で
き、

研
究
会
等
で
研
究
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る。

本
会
の
役
員
は、

次
の
任
務
を
遂
行
す
る。

1．

代
表

一

名

2．

評
謙
員

若
干
名

3．

運
営
委
員
（
庶
務、

編
集、

会
計）

若
干
名

4．

会
計
監
査

二
名

本
会
の
役
員
は、

次
の
任
務
を
遂
行
す
る。

1．

代
表
は
会
を
代
表
し
会
務
を
統
括
す
る。

2．

評
議
員
は
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
ま
た
は
決
定
す
る。

3．

運
営
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
務
を
執
行
す
る。

4．

会
計
監
査
は
会
計
を
監
査
す
る。

「
宮
崎
駿
『
風
立
ち
ぬ
』

論ー

菜
穂
子
が
導
く
〈
物
語〉

ー」

（
一

柳）

＊
菊
地

彩

相
原

俊
介

馬
場
真
莉
子

安
野

葵

平
成
二
七
年
度
卒
論
修
論
研
究
発
表
会
報
告

（
三
宅）

「
I
C
T
教
育
の
課
題
か
ら
探
る
効
果
的
な
活
用
法

ー
ア
ナ
ロ
グ
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
学
習
用
具
に
お
け

る
比
較
に
つ
い
て
ー」

（
高
木）

「
学
習
者
の
「
思
考
力」

に
資
す
る
書
写
指
導

|
＋
九
の
思
考
ス
キ
ル
を
取
り
入
れ
た
学
習
指
導
理
論
の

構
築
に
向
け
て
ー」

（
青
山）

「
女
性
の
談
話
に
お
け
る
『
使
え
な
い
語
形
式
』

に
つ
い
て」

（
金
澤）

は、

レ
ジ
ュ
メ
配
付
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
る。

「
『
源
氏
物
語
』

研
究
ー
玉
婁
の
人
物
造
型
ー」

-95- -94-






